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❶
助
言
・
指
導

　
所
有
者
に
対
し
、
除
却
、
修
繕
、

立
木
の
伐
採
な
ど
、
必
要
な
改
善
を

促
し
ま
す
。

❷
勧
告

　
助
言
ま
た
は
指
導
を
し
て
も
改
善

さ
れ
な
い
場
合
、
勧
告
を
し
ま
す
。

　
勧
告
を
受
け
る
と
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
の
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
、
納
め
る
税
額
が
高
く
な

り
ま
す
。

❸
命
令

　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
所
有
者
が

勧
告
し
た
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
場

合
、措
置
を
取
る
こ
と
を
命
令
し
ま
す
。

❹
代
執
行

　
❶
か
ら
❸
の
措
置
で
十
分
な
処
置

が
見
込
め
な
い
場
合
、
行
政
が
代
わ

り
に
対
処
し
、
そ
の
費
用
を
所
有
者

に
請
求
し
ま
す
。

空き家を放置していませんか

■ 

空
き
家
の
現
状

　
空
き
家
と
は
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い
一

戸
建
て
住
宅
や
併
用
住
宅
、
別
荘
を
い
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
貸
家
、
売
家
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
の
賃
貸
や
売
却
の
た
め
の
建
築
物

も
含
ま
れ
ま
す
。

　
市
は
、
平
成
28
年
度
に
空
き
家
の
実
態

調
査
を
実
施
。閉
栓
さ
れ
た
水
道
管
情
報
、

各
行
政
連
絡
員
か
ら
の
空
き
家
情
報
な
ど

を
基
に
、
６
８
８
件
を
空
き
家
の
可
能
性

の
あ
る
建
物
と
特
定
し
ま
し
た
。
そ
の
所

有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
３
６
３
件
が「
空
き
家
と
な
っ
て

い
る
」と
回
答
。
空
き
家
と
な
っ
た
要
因

は
、
住
ん
で
い
た
人
が
死
亡
し
て
空
き
家

と
な
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
３１
・
１
％

を
占
め
ま
し
た
。
次
い
で
、
別
の
住
居
へ

転
居
し
、
空
き
家
と
な
る
ケ
ー
ス
が
１７
・

９
％
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
６
８
８
件

の
建
物
の
外
観
を
調
査
し
た
結
果
、
著
し

く
老
朽
化
し
て
い
る
と
判
断
し
た
建
物
は

１
３
６
件
あ
り
ま
し
た
。

出典：八幡平市空家等対策計画

　
誰
も
住
ま
な
く
な
り
、
放
置
さ
れ
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
が
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、所
有
者
に
は

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

■ 
危
険
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

　
空
き
家
は
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
、

適
切
に
管
理
す
る
も
の
で
す
。

　
「
法
３
条
」で
は
、
所
有
者
は
周
辺
の
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

適
切
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
は
、
特
定
空
家
等
と

し
な
い
た
め
に
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
建
物
を
定
期
的
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
建
物
内
の
通
風
・
換
気
・
通
水
を
し
ま

し
ょ
う
。
雑
草
の
除
去
、
屋
根
や
外
部
周

り
の
破
損
な
ど
の
確
認
、
庭
木
の
剪
定
な

ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

❷
相
続
手
続
き
は
速
や
か
に

　

相
続
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
土

地
・
建
物
の
登
記
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
相
続
登
記
を
し
な
い
と
、
建
物
の
売

却
や
担
保
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
相
続
の
時
に
は
協
議
が
済
ん
で
い

て
も
、
相
続
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続

人
が
増
え
て
協
議
が
成
立
せ
ず
、
裁
判
で

の
争
い
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❸
所
在
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　
長
期
間
不
在
と
な
る
場
合
は
、
地
域
の

代
表
者
や
近
所
の
人
と
連
絡
先
を
確
認
し

合
い
、
異
常
が
あ
っ
た
際
に
は
連
絡
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
努
め

ま
し
ょ
う
。

■住んでいる人が死亡したため
■別の住居へ転居したため
■住んでいた人が老人ホームなどの施設に入所
したため
■相続などにより取得したが住んでいないため
■別荘などで利用し普段は利用していないため
■無回答
■住んでいた賃借人が退去したため
■居住用に取得したが住んでいないため
■転勤などで長期不在なため
■その他の理由

空き家となった理由

■ 

危
険
な
空
き
家
へ
の
対
策

　
空
き
家
は
所
有
者
の
財
産
で
す
。
所
有

者
が
適
切
に
管
理
し
て
い
る
空
き
家
は
問

題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理

さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
む
こ

と
で
危
険
な
状
態
と
な
り
、
地
域
住
民
の

安
全
を
脅
か
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
全
国
的
に
危
険
な
空
き
家
が

増
加
し
て
い
る
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
27
年
５
月
か
ら「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」を
全
面
施
行

し
、
空
き
家
の
管
理
、
措
置
に
対
す
る
対

策
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
29
年
４
月
か
ら
八
幡
平
市

空
家
等
対
策
条
例
を
施
行
。
市
が「
特
定

空
家
等
」に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
そ
の
所
有
者
に
対
し
て
法
律
に
基
づ

き
段
階
的
に
行
政
措
置
を
講
じ
ま
す
。

・
措
置
の
対
象
と
な
る「
特
定
空
家
等
」

と
は
？

❶
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く
保
安
上

危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

❷
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く
衛
生
上

有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

❸
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
状
態

❹
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ

る
状
態

不審者が
侵入する
可能性が
あります。

建物が傷み、
壁の倒壊や
屋根材飛散
の危険性が
あります。

不法にゴミ
が捨てられ、
景観や衛生
面に悪影響
が出ます。

動物が住み
着き、糞尿な
どの臭気で
影響を及ぼ

します。

草木が繁
は ん も

茂
し、隣家や道
路に越境し周
辺へ影響を及

ぼします。

空き家を放置していると、さまざまな問題が起こります。

景観や衛生面だけではなく、倒壊により人に危害を及ぼすことも…

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置

　
危
険
な
状
態
の
空
き
家
を
緊
急
で

措
置
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
最
小

限
度
の
修
繕
な
ど
を
行
い
、
そ
の
費

用
を
所
有
者
に
請
求
し
ま
す
。

応
急
措
置（
条
例
１７
条
）

空き家等の措置の流れ　
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空き家を放置していませんか

空き家に関するご相談

　
私
は
荒
屋
新
町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
２
人
は
市
外
で
生
活
し
て
い
ま
す

が
、
も
し
子
ど
も
た
ち
が
誰
も
戻
ら
な
い

と
す
る
と
、
２０
年
、
３０
年
後
は
空
き
家
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
空
き
家
の
問
題
は

と
て
も
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
が
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
著

し
く
老
朽
化
し
て
い
る
空
き
家
件
数
が

１
３
６
件
と
聞
き
、
そ
の
件
数
の
多
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
作
業
小
屋
な
ど
の
居
住
し

て
い
な
い
建
物
を
含
め
る
と
、
相
当
な
数

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
空
き
家
と
な
る
原
因
に
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
社
会
、
核
家
族
の
問
題
な
ど
の

社
会
的
な
要
因
と
、
経
済
的
な
要
因
の
２

つ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
の
時
代
は
、
建
物
が
少
な
く
て
人

が
多
い
環
境
で
、
建
物
の
需
要
が
あ
り
、

Interview

人
々
は
代
々
に
渡
っ
て
修
理
な
ど
を
し
な

が
ら
大
事
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
子
ど
も
が
独
立
し
て
新
築
す
る
時
代

で
す
。
建
物
は
増
え
、
人
口
は
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
構
造
が
空
き
家
と
な
っ
て
現

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
経
済
的
な
要
因
で
す
。

近
所
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い

と
思
え
ば
、
建
物
を
処
分
し
て
更
地
に
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
お
金
が
な

い
と
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
果

と
し
て
空
き
家
が
発
生
し
ま
す
。

　
空
き
家
と
い
っ
て
も
、
管
理
さ
れ
て
い

れ
ば
何
も
問
題
に
は
な
ら
ず
、
誰
も
騒
ぎ

ま
せ
ん
。
空
き
家
が
放
置
さ
れ
、
著
し
く

老
朽
化
し
て
危
険
な
状
態
に
な
る
と
問
題

が
表
面
化
し
て
き
ま
す
。

　

危
険
な
空
き
家
が
増
え
て
い
る
問
題

は
、
日
本
全
体
の
構
造
的
な
問
題
を
象
徴

空き家の問題は誰にでも起こる
身近な問題です。

市空家等対策協議会会長

齋藤 俊二 さん（62）

　昭和30年生まれ。荒屋新町在住。
５７年から現在の事務所を開業。以来
３６年間、司法書士・行政書士の業務
に携わる。
　平成29年６月に組織された市空
家等対策協議会の初代会長に就任
し、現在に至る。

齋藤俊二事務所（駅前 １ 区）

し
て
お
り
、
と
て
も
我
々
の
手
に
負
え
る

問
題
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
根
本
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限

り
、
空
き
家
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
る

と
思
い
ま
す
。

　
市
空
家
等
対
策
協
議
会
は
、
空
き
家
の

報
告
を
受
け
て
、
そ
れ
が
危
険
な
空
き
家

で
あ
る
か
ど
う
か
を
市
に
対
し
て
意
見
す

る
立
場
で
す
。
台
風
や
地
震
な
ど
で
空
き

家
が
倒
壊
し
、
住
民
が
被
害
を
被
ら
な
い

よ
う
、
使
命
感
を
持
っ
て
業
務
に
当
た
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
所
属
す
る
司
法
書
士
会
で
も
、
空

き
家
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特

に
問
題
と
な
る
の
は
、
未
相
続
の
問
題
で

す
。
相
続
人
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況

は
、
空
き
家
の
問
題
に
も
影
響
し
ま
す
。

相
続
人
を
特
定
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う

な
ど
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

司法書士・行政書士

・空き家の見守りや除草作業などについて
・空き家の相談・登記・財産管理、成年後見人について
・通行人や車の運転に支障となる危険な空き家を発見し
た場合　など
■問い合わせ先　市役所防災安全課地域安全係（☎・内
線１２６２）※専門的な相談に関しては専門機関を紹介する
場合もあります。

表１　候補者別の得票数
当落 候補者氏名 得票数
当選 工　藤　直　道 1,074.329
当選 髙　橋　光　幸 942.589
当選 渡　辺　義　光 829.000
当選 工　藤　多　弘 820.251
当選 古　川　津　好 797.059
当選 熊　澤　　　博 766.000
当選 井　上　辰　男 754.000
当選 関　　　治　人 740.643
当選 北　口　　　功 738.000
当選 工　藤　　　剛 707.156
当選 髙　橋　悦　郎 656.410
当選 工　藤　隆　一 655.201
当選 小野寺　昭　一 655.000
当選 立　花　安　文 650.000
当選 羽　沢　寿　隆 633.000
当選 田　村　善　男 621.052
当選 関　　　善次郎 611.356
当選 勝　又　安　正 588.000
当選 米　田　定　男 572.000
当選 田　村　　　孝 558.947

畠　山　　　康 474.000
齊　藤　隆　雄 323.000

（敬称略、得票順【同数の場合は届出順】、
小数点以下は案分票）

表２　地区別の有権者数、
　　　投票者総数と投票率

有権者数
（人）

投 票 者
総数（人）

投 票 率
（％）

西
根
地
区

男 6,592 4,243 64.37
女 7,084 4,602 64.96
計 13,676 8,845 64.68

松
尾
地
区

男 2,394 1,582 66.08
女 2,656 1,715 64.57
計 5,050 3,297 65.29

安
代
地
区

男 1,895 1,497 79.00
女 2,133 1,662 77.92
計 4,028 3,159 78.43

合　
計

男 10,881 7,322 67.29
女 11,873 7,979 67.20
計 22,754 15,301 67.25

■
市
内
15
カ
所
で
投
票
を
実
施

　
４
月
29
日
の
投
票
日
は
、
市
内
15
カ

所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
投

票
が
行
わ
れ
、
多
数
の
有
権
者
が
一
票

を
投
じ
ま
し
た
。

■
全
体
の
投
票
率
は
67
・
25
㌫

　
午
後
７
時
45
分
か
ら
西
根
地
区
体
育

館
で
即
日
開
票
の
結
果
、
午
後
９
時
35

分
に
新
議
員
20
人
が
決
ま
り
ま
し
た

（
候
補
者
別
の
得
票
数
は
表
１
参
照
）。

　
地
区
別
の
当
選
者
数
は
、
西
根
地
区

11
人
、
松
尾
地
区
４
人
、
安
代
地
区
５

人
。
現
・
元
・
新
別
で
は
、
現
職
13
人
、

元
職
２
人
、
新
人
５
人
で
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
数
は
２
万
２
７
５
４

人（
男
１
万
８
８
１
人
、女
１
万
１
８
７

３
人
）で
、投
票
者
総
数
は
１
万
５
３
０

１
人（
男
７
３
２
２
人
、
女
７
９
７
９

人
）、
有
効
投
票
は
１
万
５
１
６
７
票
、

無
効
投
票
は
１
３
４
票
。投
票
率
は
67・

25
㌫（
男
67
・
29
㌫
、
女
67
・
20
㌫
）で
、

前
回（
平
成
26
年
４
月
27
日
執
行
＝
70・

68
㌫
）を
３
・
43
ポイント
下
回
り
ま
し
た（
地

区
別
は
表
２
参
照
）。

■
任
期
は
平
成
34
年
４
月
ま
で

　
当
選
し
た
20
人
に
対
す
る
当
選
証
書

付
与
式
は
、
５
月
１
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
髙
橋
昌

利
委
員
長
か
ら
一
人
一
人
に
当
選
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

34
年
４
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎
・
内
線
１
２
２
０
）

新
議
員
20
人
決
ま
る

市議会議員選挙
結果 定

数
２
減
の
20
議
席
を
争
う
激
戦

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
4
月
22
日
に

告
示
さ
れ
、
29
日
に
投
・
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
定
数
22
議
席
か
ら
２
減
の
20
議
席
に
対

し
、
現
職
14
人
、
元
職
２
人
、
新
人
６
人
の
計
22
人
が

立
候
補
。
７
日
間
に
わ
た
り
、
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
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◆民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略）　【任期：平成28年12月１日～平成31年11月30日】
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 38 笹目 田　村　ハルエ 71
畑１区

立　花　良　子
1 駅前一区 菊　池　　　登 39 松久保 本　堂　ハツヨ 72 立　花　義　弘
2 駅前二区 佐々木　美　香 40 山崎 西　山　辰　男

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸　澤　照　子

3 上町 里　舘　秀　子 41 堀切 松　浦　利　男
4 仲町 佐　藤　初　江 42 寺田新田 滝　川　喜佐男 74 畑２区 村　上　和　子
5 下町一区 工　藤　裕　子 43 野口 佐々木　きみゑ 75 荒屋新町 石　田　トシエ
6 下町二区 伊　藤　宏　子 44 寺田 伊　藤　　　實 76 新町中央 三　浦　榮　吉
7 下町三区 元　木　八重子 45 帷子 遠　藤　紘　子 77 荒屋 藤　田　フミ子
8

松川
関　　　昇　一 46 土沢 佐々木　　　禎 78

秋葉
工　藤　久　美

9 山子澤　孝　子 47 若谷地 柴　田　弘　子 79 山　本　恵　子
10 山後 田　村　まき子 48 川原目 小野寺　敦　子 80 曲田横間 畠　山　修　悦
11 岡村、山子沢 田　村　市　郎 49 上関 小野寺　キヌ子 81 五日市１区 盛　内　康　悦
12 大石平 三　浦　ミ　ネ 50 荒木田 小野寺　幸　子 82 五日市２区 羽　澤　千代子
13 渋川 竹　田　み　よ 51 舘沢 小野寺　良　男 83 五日市３区 滝　沢　信　子
14 渋川開拓、白屋 本　堂　澄　子 松尾地区 84 五日市４区 畠　山　陽　子
15

北村
岩　崎　清　子 52 安比高原 山　本　　　徹 85

浅沢第１
佐　藤　利　栄

16 伊　藤　セ　チ 53 小屋の沢、時森 杣　澤　秋　子 86 北　口　美智子
17

両沼
工　藤　久美子

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

87 浅沢第２ 齋　藤　文　子
18 阿　部　恭　子 88 苗石田 川　又　喜美子
19 中関 山　口　敦　子 55 松尾 佐々木　一　男 89 新興矢神 角　舘　多恵子
20 五百森 工　藤　曉　子 56 中松尾 葛　　　文　世 90 栗木田、平長 三　浦　静　子
21 中村 遠　藤　勝　子 57 野駄 佐々木　育　子 91 杉沢、田山上 安　保　弘　巳
22 間羽松 工　藤　久美子 58 上野駄 山　口　ノブ子 92 田山下 安　保　　　智
23 舘腰 伊　藤　　　敏 59 中沢、前森 米　田　玲　子 93 愛の山 安　保　ト　キ
24 町組 藤　原　正　志 60 北寄木 田　村　美知子 94 石名坂 八　幡　　　博
25 高宮 ※手続き中 61

南寄木
石羽根　惠　子 95 折壁 ※手続き中

26 薬師 本　堂　新　吉 62 畑　　　初　身 96 日瀬通 齊　藤　政　身
27 上平笠 伊　藤　吟　子 63 寄木新田 中軽米　こう子 97 舘市 山　本　幸　弘
28 中平笠 伊　藤　忠　一 64 上寄木 鈴　木　綾　子 98 兄畑 山　本　ハ　ヨ
29 下平笠 伊　藤　紀　子

65 畑、柏台一丁目
（一部） 畑　　　英　子

99 兄川 杉　本　由美子
30 南平笠 吉　田　　　誠 主任児童委員
31 東 藤　原　美喜子 66 金沢 髙　橋　律　子 地　区 氏　名

32 大久保、
共新（一部） 田　村　　　勇

67 八幡平温泉郷 圓　子　涼　子 １ 大更 滝　澤　ミツエ

68 柏台一丁目、
二丁目 柳　澤　勝　子

２ 田頭 工　藤　園　子
33 共新 井　上　節　子 ３ 平舘、寺田 松　浦　　　操
34 小福田 佐々木　寿　子

69 柏台二丁目（一
部）、三丁目 工　藤　富美子

４ 松尾、野駄 藤　田　三喜子
35 大泉 田　中　征　七 ５ 寄木、柏台 髙　橋　誠　子
36 駅前、わし森 鈴　木　ハマ子 安代地区 ６ 荒沢 畠　山　桂　子
37 椛沢 伊　藤　和　則 70 細野、豊畑 堀　江　幸　子 ７ 田山 三　浦　睦　子

｜‌

｜
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

　
高
齢
者
世
帯
な
ど
地
域
の
中

で
支
援
が
必
要
な
世
帯
が
あ
れ

ば
気
に
掛
け
、
見
守
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
比
高

原
は
J
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
で

移
住
し
て
く
る
人
も
い
る
地
域

な
の
で
、
市
役
所
か
ら
異
動
票

が
届
け
ば
、
す
ぐ
に
戸
別
訪
問

し
、
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
訪
ね
、
地
元
の
情
報
な

ど
を
伝
え
な
が
ら
結
び
付
き
を

深
め
て
い
ま
す
。

｜‌

｜
今
後
の
抱
負
は
？

　
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
定
期

的
に
集
ま
る
定
例
会
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
制
度

の
内
容
や
利
用
方
法
な
ど
の
情

報
を
共
有
し
、
相
談
に
生
か
せ

る
よ
う
学
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

委
員
同
士
の
支
え
合
い
の
場
と

な
る
よ
う
、
会
長
と
し
て
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜‌

｜
最
後
に
一
言

　
子
育
て
や
介
護
な
ど
で
の
心

配
ご
と
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
、

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　昭和49年に日本リクルートセンター社員
として、農場開発の命を受け、安比に赴任す
る。以来、安比高原スキー場の開発に携わり、
民宿経営指導など地域の雇用創出に尽力。退
職後、前任者からの誘いで、平成22年から民
生委員・児童委員を務める（３期目）。28年12
月に松尾地区会長に就任し、現在に至る。

※高宮地区と折壁地区の民生委員・児童委員について
　市から県知事へ後任者の推薦は済んでおり、現在、県・国による委嘱の手続きが行われているところ
です。委嘱が決定した際に改めて「広報はちまんたい」でお知らせする予定です。

｜‌

｜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
前
任
者
か
ら
の
誘
い
が
き
っ

か
け
で
す
。
仕
事
が
ら
地
域
の

人
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

ま
し
た
し
、
地
域
の
役
に
立
て

れ
ば
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
私
は
世
話
焼
き
な

性
格
も
あ
り
、
人
と
の
関
わ
り

合
い
の
あ
る
仕
事
が
好
き
だ
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員・児
童
委
員
は「
民
生

委
員
法
」と「
児
童
福
祉
法
」に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
現
在
、
市
に
は

１
０
４
人（
２
つ
の
地
区
で
委
員

委
嘱
の
手
続
き
中
）の
民
生
委
員・

児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

任
期
は
３
年
間（
再
任
可
）。
こ
の

う
ち
７
人
は
、
特
に
児
童
福
祉
の

相
談
支
援
を
専
門
と
す
る「
主
任

児
童
委
員
」で
す
。

　

地
域
福
祉
の
相
談
役
と
し
て
、

解
決
へ
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
な

が
ら
、
地
域
に
寄
り
添
い
続
け
て

き
た
民
生
委
員
の
歴
史
は
長
く
、

昨
年
は
制
度
創
設
１
０
０
周
年
の

節
目
を
、
児
童
委
員
制
度
は
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
変
化
を
し
続

け
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
変
わ
る

こ
と
の
な
い「
人
と
人
と
の
心
の

つ
な
が
り
」を
民
生
委
員・児
童
委

員
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

声
を
聞
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

　
「
年
を
取
っ
て
、不
安
な
こ
と
が

増
え
て
き
て
…
」「
子
育
て
が
心
配

で
…
」「
ご
近
所
さ
ん
に
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
ど

う
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
く
て
…
」

　
1
人
暮
ら
し
が
増
え
て
き
た
こ

と
、
隣
近
所
と
の
交
流
が
希
薄
に

な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
う
し
た
環

境
の
変
化
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

身
の
周
り
に
は
、
悩
み
事
や
不
安

を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
そ
ば
に
寄
り

添
い
、
解
決
の
手
助
け
を
す
る
の

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
解
決

に
向
け
て
、
困
っ
て
い
る
人
と
行

政
や
相
談
所
な
ど
適
切
な
専
門
機

関
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な「
橋
渡
し

役
」に
な
り
ま
す
。

　
1
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
や
訪
問
活
動
、
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、
月
に
1
度
定
例
会

を
開
き
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

同
士
で
地
域
の
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

の
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
の

で
、
相
談
者
と
同
じ
目
線
で
対
応

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
法

律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を
守

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
内
容
が
委
員
や
関
係
機

関
以
外
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
１
１
１
５
）

Interview

山本 徹 さん（69）＝安比高原＝

　

あ
な
た
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
私
た
ち
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
地
域
住
民
か

ら
の
生
活
上
の
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
身
近
な
相
談
相
手
が
い
る
」。
み
ん
な
と
同
じ
住
民
目
線

で
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
た
い
。

　

今
月
は
、
地
域
福
祉
を
支
え
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

や
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
を
見
守
る
、
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る

＝市民生児童委員協議会の主な活動＝

❶地区定例会の開催、研修の実施
❷小地域ネットワーク活動
▶一人暮らし高齢者などの見守り活動
▶地域見守り支援のためのマップ作成
❸相談・支援活動
▶地域住民からの相談への対応と各種福祉サ
ービスや事業の情報提供・事業実施への協力
▶貸付事業（生活福祉資金、たすけあい資　
金）への協力
❹主任児童委員の活動
▶出生世帯への祝・誕生メッセージ贈呈活動
▶学校・保育所などへの訪問活動
■問い合わせ先
同協議会事務局（市社会福祉協議会内、☎74-
4400）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
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納
付
困
難
な
場
合
は
相
談
を 名

護
市
と
相
互
に
職
員
を
派
遣

　
４
月
２
日
か
ら
、
沖
縄
県
名
護

市
職
員
の
池
間
正ま
さ
た
け剛
さ
ん
が
、
商

工
観
光
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
友
好
都
市
の
名
護
市
と

相
互
に
職
員
を
派
遣
し
、
実
務
研

修
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

　
派
遣
期
間
は
１
年
で
、
池
間
さ

ん
は
31
年
３
月
末
ま
で
配
属
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　４月２日に辞令交付式が開かれ、４月から経営形
態を地方公営企業法の全部適用に移行した八幡平
市の病院事業管理者に望月泉

いずみ
氏が就任しました。

　病院事業管理者は全部適用移行に伴い、新た
に設置された特別職で、任期は平成34年３月末
までの４年間。西根病院の滝山郁雄院長は、引
き続き院長を務めます。

【望月泉氏略歴】
　東北大学医学部卒業。昭和63年に県立中央病
院小児外科長となり、同病院の消化器外科長、副
院長を歴任。平成24年に同病院の院長に就任し、
定年の30年３月末まで務める。65歳。山梨県出
身。

　４月２日に辞令交付式が開かれ、
教育長に星俊

と し や
也氏が就任しました。

　任期は前教育長の遠藤健悦氏の残
任期を引き継ぎ、平成 30年４月１日
から 32年11月14日までとなります。

【星俊也氏略歴】
　宮城教育大学教育学部卒業。平成
９年４月から11年８月まで松尾村
教育委員会指導主事を務める。県南
教育事務所長、盛岡市教育委員会教
育次長兼学務教職員課長などを経
て、盛岡市立城南小学校長で定年を
迎える。62歳。一関市出身。

八幡平市病院事業管理者に

氏が就任望月 泉

教育長に

氏が就任星 俊也
= 遠藤健悦教育長が退任 =
市の教育振興にご尽力いた
だき、感謝申し上げます。

【撮影】アスピーテライン、４月５日

雪の回廊と寒
さに驚き！

１年間よろし
くお願いしま

す

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
確
認
で
き
な
い

人
に
対
し
て
は
、電
話
に
よ
る
納
付
案
内
、

督
促
状
や
催
告
通
知
書
な
ど
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、

納
税
相
談
の
連
絡
も
な
い
な
ど
、
納
税
に

誠
意
の
見
ら
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
は
、
納
付
さ
れ
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
を
確
保

す
る
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の
資
産
や

収
入
の
調
査
を
行
い
、
財
産
を
差
し
押
さ

え
て
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
て
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
、
裁
判
所
の
許
可

な
し
に
差
し
押
さ
え
る
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
て
、
滞
納
者
本
人
が
不
在
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
主
な
財
産

は
、
給
与
・
賞
与
、
預
貯
金
、
売
掛
金
、

生
命
保
険
、
動
産（
貴
金
属
・
自
動
車
な

ど
）、
不
動
産
な
ど
で
、
29
年
度
は
２
７
３

件
、約
１
６
９
０
万
円
を
市
税
に
充
て
ま
し
た
。

　
市
税
を
定
め
ら
れ
た
納
期
限
内
に
納
付

で
き
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と
言
い
、
滞
納

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な

ど
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）は
、

本
庁
舎
の
み
午
後
５
時
15
分
か
ら
７
時
ま

で
時
間
を
延
長
し
、
窓
口
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
税
務
課
で
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
や

市
税
な
ど
の
収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、日
中
に
市
役
所
へ
来
ら
れ
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係

（
☎
・
内
線
１
１
２
８
～
１
１
３
０
）

　
市
税
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
納
付
さ
れ
た
市
税
は
、
福
祉
や

教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
、
納
期
限
内

の
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
市
か
ら
督
促
状
の
発
送
な
ど

を
行
い
ま
す
。
こ
の
業
務
に
は
、
多
額
の

経
費
を
要
し
、
そ
の
経
費
は
市
税
で
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で『
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
』と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
30
年
中
は
、
年
率
８・９
％（
納

期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
は
２・６
％
）で
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応

じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　市税の納付には、納め忘れのない口座振替をお勧め
しています。口座振替を利用すると、指定した口座か
ら、各納期の末日に振替納付することができます。
◆申し込み方法＝利用する金融機関またはゆうちょ銀
行（郵便局）の窓口に納入通知書・預貯金通帳・通帳印
を持参し、申し込みください。
※市内の金融機関には、口座振替依頼書を備え付けて
います。市外の金融機関を利用したい場合は、税務課
へお問い合わせください。

納税には便利な口座振替のご利用を

市税は期限内に
納付しましょう

　第27回岩手山焼走りマラソン全国大会が開催されます。
■日時　７月８日㈰午前９時開会（受け付けは、午前７時半か
ら８時50分まで）、小雨決行
■会場　岩手山焼走り国際交流村（マラソンは、岩手山パノラ
マラインを利用した折り返しコース）
■種別　▶一般（10㌔、５㌔）▶中学生３㌔▶ファミリー２㌔
■申し込み方法　❶各種インターネットサイト❷郵便振替用
紙  ※いずれの方法でも別途手数料が必要となります。
■申込期限　６月８日㈮　※当日消印有効
■問い合わせ先　市体育協会（☎76-4141）または地域振興課
スポーツ推進係（☎・内線1146）

岩手山焼走りマラソンの
参加者を募集しています

前回大会ファミリーコースのスタート

　

公
平
性
を
保
つ
た
め
の
滞
納
処
分

　

市
税
は
貴
重
な
財
源

　

納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

　

納
付
を
怠
る
と
延
滞
金
が
発
生

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
、

学
年
な
ど
は
大
会
当
時
の
も
の
）

◎
第
19
回
伊
藤
杯
大
倉
山
ナ
イ
タ
ー
ジ
ャ

ン
プ
大
会（
３
月
24
日
、北
海
道
・
札
幌
市

大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

【
女
子
】　
❸
小
林
諭ゆ

か果（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｉ
、
松
尾
中
卒
）

◎
第
12
回
全
国
小
学
生
大
会
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
競
技（
３
月
27
日
、安
比
高
原
ス
キ
ー

場
）

【
男
子
】▼
大
回
転
▽
小
学
１
年　
❷
髙
橋

柚ゆ
ず

輝き（
柏
台
）▽
小
学
３
年　
❸
佐
々
木
知ち

洋ひ
ろ（

松
野
）▽
小
学
5
年　
❻
中
軽
米
拓た

く

人と

（
寄
木
）

【
女
子
】▼
大
回
転
▽
小
学
5
年　
❻
阿
部

美
莉
亜（
柏
台
）

◎
第
26
回
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
カ
ッ

プ
武
術
太
極
拳（
４
月
１
日
、兵
庫
県
・
ベ

イ
コ
ム
総
合
体
育
館
）

【
女
子
】▼
総
合
太
極
拳
B　
❶
森
風ふ

き

こ
姫
子

（
松
尾
中
）

▼
42
式
太
極
剣
B　
❶
森
風
姫
子

◎
第
50
回
県
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
花
巻
大
会

（
４
月
１
日
、
日
居
城
野
陸
上
競
技
場
）

【
女
子
】▼
５
㌔　
❷
山
本
恵
里（
市
陸
協
）

◎
下
田
淳
杯
争
奪
第
42
回
県
中
学
校
ア
ル

ペ
ン
記
録
会
、
2
0
1
8
小
学
生
ア
ル
ペ

ン
記
録
会（
４
月
７
～
８
日
、
八
幡
平
リ

ゾ
ー
ト
下
倉
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】▼
大
回
転
▽
小
学　
❶
中
軽
米
拓

人（
松
尾
Jr
）

▼
回
転
▽
小
学　
❸
中
軽
米
拓
人

【
女
子
】▼
大
回
転
▽
小
学　
❸
遠
藤
ゆ
め

か（
松
尾
Jr
）▽
中
学　
❶
工
藤
瑞
歩（
安
代
）

▼
回
転
▽
小
学　
❶
阿
部
美
莉
亜（
松
尾

Jr
）

◎
第
72
回
盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会（
４
月

15
日
、
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺
）

【
男
子
】▽
中
学　
❶
西
根

【
女
子
】▽
中
学　
❹
西
根
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市
は
、
林
業
新
規
就
労
者
と
雇
用
主
に

最
長
２
年
間
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
要
件　
下
表
の
と
お
り

林
業
新
規
就
労
者
と

雇
用
主
を
支
援
し
ま
す

　
市
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
、
住

宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
新

築
・
増
改
築
工
事
費
と
住
宅
の
水
洗
化
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
助
成
し
ま
す
。

　
必
ず
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事

■
対
象
住
宅　
▼
居
住
す
る
目
的
で
市
内

に
新
築
す
る
木
造
住
宅
、
ま
た
は
所
有
か

つ
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
で
増
改
築

す
る
木
造
住
宅　
※
共
同
住
宅
、
建
売
住

宅
、別
荘
な
ど
一
時
的
に
使
用
す
る
住
宅
、

賃
貸
な
ど
営
利
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

象
外
▼
集
合
住
宅
や
併
用
住
宅
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
用
、
住

宅
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
住
宅
▼
過
去

に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事　
▼
新
築
ま
た
は
建
築
確
認

申
請
が
必
要
な
増
改
築
で
、
対
象
工
事
に

要
す
る
経
費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
工
事

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事
▼
施

工
業
者（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）が
施

工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
工
事
▼
平
成
31
年
３
月
20
日
㈬
ま

で
に
完
了
報
告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
▼
助
成
金
の
交
付
請
求
時
に

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事
と

水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

表＿補助金交付要件
職種 林業新規就労者 林業事業体

対象者
過去に林業に従事した経験が３年未満で、か
つ、当年度に新たに林業事業体に林業就労す
る人

森林施業、製材を主たる業
務とする法人

条件
補助を受ける年度の前年度３月３１日時点で
45歳以下であり、かつ市内に住所を有する人
また、納期の到来した市町村税を完納してい
ること

市内に事務所または事業所
を有し、林業新規就労者を
月給制の通年雇用し、社会
保険制度に加入させること

補助
内容

月額３万円を交付
また、市内に所在する貸家に居住する場合、
家賃の２分の１の額を補助（上限２万円）

新規就労者１人当たり月額
２万円

対
象
住
宅
に
居
住
し
、
所
有
し
て
い
る
人

▼
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
▼
過
去
に

同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
左
表
の
と
お
り

■
申
請
期
限　
12
月
20
日
㈭

❷
住
宅
の
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

■
対
象
住
宅　
▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

同
一
に
す
る
親
族
が
延
べ
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
▼

過
去
に
同
助
成
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事　
▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便

槽
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
処

理
施
設
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
ま
た

は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
接
続
す
る
工
事
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
増
改
築
工
事
▼
対
象
工

事
に
要
す
る
経
費
が
20
万
円
以
上
の
工
事

表＿木造住宅新築・増改築工事助成額
工事

受注者 対象経費 助成額

市内の
業者

2,000万円以上 50万円

1,000万円以上2,000万円未満 40万円

500万円以上1,000万円未満 30万円

100万円以上500万円未満 20万円

※市外業者に発注した場合、助成額は半額
※市産材を５立方㍍以上使った場合は、１立方㍍
当たり２万円を上乗せ（上限50万円）

▼
集
合
住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工
事
▼
増

築
の
場
合
は
、
増
築
面
積
が
10
平
方
㍍
以

下
の
工
事
▼
市
内
に
主
と
な
る
事
務
所
か

本
店
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

が
施
工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
工
事
▼
31
年
３
月
20
日
㈬
ま

で
に
完
了
報
告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
❶
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
工
事
の
対
象
者
と
同
様

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費

の
５
分
の
１
以
内
の
額（
上
限
20
万
円
）　

※
八
幡
平
市
共
通
商
品
券
で
交
付

■
申
請
期
限　
31
年
１
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６
）

　
市
は
、資
源
ご
み
の
有
効
活
用
の
た
め
、

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
取
り
組
ん
だ
市

内
の
自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
非
営
利

団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
報
奨
金

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
事
業

新
た
に
回
数
割
額
を
交
付

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）

住宅名 募集
戸数

建設
年度 間取り 単身

入居

町裏住宅
３戸

平成29年
2LDK 可

４戸 3LDK 不可

時森住宅 ２戸 昭和56・57年 3K 可

湯沢住宅 １戸 平成６年 2LDK 不可
※入居者は、住居に困っている度合いの高い人を優
先し決定します。順位を定めるのが難しい場合は、
抽選で決定します。

　
市
は
、
人
材
・
青
少
年
の
育
成
に
係
る

研
修
、
交
流
事
業
に
対
す
る
経
費
の
一
部

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

❶
研
修
会
等
開
催
事
業　
各
種
団
体
が
、

そ
の
分
野
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
研

修
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催（
参
加
者
か

ら
の
会
費
な
ど
に
よ
る
収
益
を
差
し
引
い

た
経
費
の
う
ち
、
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
以
内
で
50
万
円
を
上
限
）　

❷
国
内
外
研
修
事
業　
個
人
が
、市
内
の
団

体
や
国
、
県
な
ど
の
主
催
す
る
研
修
会(

国

外
を
含
む)

に
参
加（
個
人
が
支
払
う
経
費

で
直
接
研
修
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１

人
材
・
青
少
年
育
成
の
た
め

補
助
金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
市
は
、
平
成
30
年
度
採
用（
中
途
採
用
）

の
市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。　

■
職
種（
採
用
予
定
人
数
）　
臨
床
工
学
技

士（
１
人
）

■
受
験
資
格　
臨
床
工
学
技
士
免
許
を
有

し
、
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

■
試
験
日　
７
月
９
日
㈪

■
試
験
会
場　
西
根
病
院
会
議
室

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
を
持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
。
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

臨
床
工
学
技
士
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
市
は
、
左
表
に
示
す
市
営
住
宅
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
申
込
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
建
設
課

に
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
５
月
23
日
㈬

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
両
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６)　

い
た
だ
く
か
、
総
務
課
、
西
根
・
安
代
両

総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
６
月
22
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課（
☎
・
内

線
１
２
３
１
）

に
相
当
す
る
額
以
内
で
10
万
円
を
上
限
）

❸
青
少
年
派
遣
研
修
事
業　
20
歳
未
満
の

青
少
年
を
市
長
が
認
め
る
研
修
に
派
遣

（
派
遣
さ
れ
る
青
少
年
が
負
担
す
る
経
費

の
う
ち
、２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
以
内

で
１
人
に
つ
き
25
万
円
を
上
限
）　

❹
国
際
交
流
事
業　
団
体
が
、国
際
親
善
、

国
際
理
解
の
た
め
に
国
際
交
流
事
業
を
実

施（
事
業
実
施
団
体
に
支
援
金
と
し
て

50
万
円
を
限
度
に
補
助
）

■
申
込
期
限　
事
業
実
施
の
1
カ
月
前

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係（
☎
・
内
線
１
１
４
３
）

を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
報
奨
金
対
象

品
目
お
よ
び
報
奨
金
額
の
一
部
を
変
更
。

新
た
に
回
数
割
額
と
し
て
、
集
団
回
収
１

回
に
付
き
１
０
０
０
円
を
交
付
し
ま
す

（
１
団
体
年
間
６
０
０
０
円
を
上
限
）。

■
登
録
申
請　
集
団
回
収
団
体
の
登
録
申

請
書
を
事
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
請
求
書
提
出
期
限　
12
月
28
日
㈮

■
対
象
品
目
／
金
額　

▼
ス
チ
ー
ル
缶
、そ
の
他
瓶（
一
升
瓶
、ビ

ー
ル
瓶
は
対
象
外
で
、
資
源
回
収
業
者
が

回
収
可
能
と
判
断
し
た
物
）、
紙
パ
ッ
ク
、

新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
／
１
キロ
５
円

▼
ア
ル
ミ
缶
／
１
キロ
４
円

※
市
内
で
回
収
し
た
物
が
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境
企
画
係

（
☎
・
内
線
１
０
６
８
）

　
市
は
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

展
示
室
を
市
内
任
意
団
体
の
共
有
事
務
室

と
し
て
開
放
し
ま
す
。
共
有
事
務
机
、
椅

子
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
市
で
設
置
し
ま
す

が
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
は
利

用
団
体
で
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

■
利
用
条
件　
▼
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤

め
る
人
で
構
成
さ
れ
る
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
任
意
団
体
▼
複
数
の
団
体
と
共
同

利
用
を
可
と
す
る
団
体

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振

興
課
生
涯
学
習
係（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）

任
意
団
体
共
有
事
務
室
と
し
て

市
民
セ
ン
タ
ー
利
用
で
き
ま
す

　
道
路
や
歩
道
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
私

有
地
か
ら
道
路
上
に
枝
が
張
り
出
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

の
通
行
に
支
障
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
張
り
出

し
た
枝
の
剪
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
管
理
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
１
）

道
路
に
張
り
出
し
た
枝
の

剪
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
春
の
農
繁
期
を
迎
え
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

に
関
す
る
農
作
業
事
故
が
増
加
し
ま
す
。次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、家
族
に
作
業
場

所
と
帰
宅
時
間
を
伝
え
る
。▼
横
転
・
転
落

事
故
か
ら
体
を
守
る
た
め
、ト
ラ
ク
タ
ー
に

は
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着
す
る
。▼
農
業
機

械
、水
路
の
近
く
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
１
３
４
１
）

一
人
一
人
が
安
全
を
心
掛
け

農
作
業
事
故
を
未
然
に
防
止

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
７
）

市役所からのHOT LINE

1011 No.275 ◎2018．5.10



月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
森整形外科（☎76-2318） かづの厚生病院（☎23-2111）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） 笹村整形外科（☎30-0035）
西根病院（☎76-3111） 小坂町診療所（☎29-5500）
東八幡平病院（☎78-2511）
平舘クリニック（☎74-3120）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
あさひ薬局（☎75-2227） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
スマイル薬局（☎75-2871） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
大更調剤薬局（☎70-1320） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
白樺薬局（☎74-3363） 日本調剤薬局（☎30-1193）

ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-６３５-１３０５
もりおかこども病院（こども） 019-６６２-５６５6
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

５月21日〜６月24日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

６月５日㈫
1３：００～16：００ 市役所本庁舎

※西根・安代両総合支所で
も対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
６月15日㈮
10：0０～15：００

年金相談（要予約） ６月14日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

※　人権相談は４月から予約制へ変更しました 市民課
（☎・内線1074 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎７6-３１１1）

血　　　液 第３水曜日　　　　　１４：００～
神　　　経 第３木曜日　　　　　１４：００～
糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　１0：0０～

安代診療所（☎７２-３１１５） 外　　　科 毎週木曜日　　　　　午前中
第１・３・５水曜日　午前中

※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

市税納期（納期限５月31日）　固定資産税（第１期）、軽自動車税

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■図書館＝日本近代史を学ぶ会　
13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（舘市コミセン）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶総合健診【受
付】　7：00～9：30（田山コミセン）
▶もうすぐパパママ教室【受付】　
9：40～10：00（市役所多目的ホール
棟）
■体育協会＝姿勢改善エクササ
イズ　13：30～14：30（市総合運動
公園体育館）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（田山コミセン）
■大更コミセン＝健康ヨガ教室　
10：30～12：00
■体育協会＝姿勢改善エクササイ
ズ　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（浅沢コミセン）
■平舘コミセン＝成人講座「徳仙
丈山トレッキング」　7：00～16：30

（気仙沼）
■大更コミセン＝大更ふれあい
大学開校式　10：00～12：00
■田頭コミセン＝成人講座「マー
ブルアート教室」　13：30～15：30

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相談離
乳食講習【受付】　9：30～9：40（市
役所多目的ホール棟）
■田頭コミセン＝成人講座「季節
の料理教室（春の食材を使った料
理）」　10：00～13：00

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（畑コミセン）
■寺田コミセン＝健康体操教室　
13：30～15：00

■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（細野コミセン）
■大更コミセン＝健康ヨガ教室　
10：30～12：00

■健康福祉課＝ミニドック健診
【受付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）
■商工観光課＝八幡平山開き（山
開き式は10：00から八幡平山頂レ
ストハウス）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受付】　
13：00～13：15（市役所多目的ホー
ル棟）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■田頭コミセン＝成人講座「野山
を歩く会」　9：00～15：00（八幡平
山頂付近）
■健康福祉課＝３歳児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）
■寺田コミセン＝健康体操教室　
13：30～15：00

■大更コミセン＝健康ヨガ教室　
10：30～12：00
■ 松 尾 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～14：45（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（田頭コミセン）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝ あ み ぐ る み 教 室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多目
的ホール棟）
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■田頭コミセン＝成人講座「陶芸
教室（珈琲カップ作り）」　10：00～
12：00
■ 荒 屋 コ ミ セ ン ＝ 移 動 図 書　
12：00～14：35（田山地区）
■健康福祉課＝１歳６カ月児健
診【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）

■広報はちまんたい発行日
■大更コミセン＝健康ヨガ教室　
10：30～12：00
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・議案上程ほか（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■図書館＝日本近代史を学ぶ会　
13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝▶乳幼児健康相談
離乳食講習【受付】　9：30～9：40

（市役所多目的ホール棟）▶もうす
ぐパパママ教室【受付】　9：40～
10：00（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝松尾輝楽大学
開講式　9：30～12：00
■田頭コミセン＝田頭曙大学開
講式　10：00～14：00

■市役所本庁窓口延長日　17：15～
19：00（市民課）
■体育協会＝▶第13回八幡平市
長杯ゲートボール大会【受付】　
8：00～8：20（ ア リ ー ナ 松 尾 ）▶
ストレッチ運動教室　13：30～
14：30（市総合運動公園体育館）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（西根地区市民セン
ター）
■安代総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（安代総合支所）
■寺田コミセン＝健康体操教室　
13：30～15：00

■健康福祉課＝総合健診【受付】　
7：00～9：30（寺田コミセン）
■ 図 書 館 ＝ 本 の ク リ ニ ッ ク　
10：00～15：00
■体育協会＝ストレッチ運動教
室　13：30～14：30（荒屋コミセン）

■健康福祉課＝▶総合健診【受付】　
7：00～9：30（寺田コミセン）▶親子
教室【受付】　9：30～9：55（市役所
多目的ホール棟）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月定例
会・休会（予定）

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■博物館＝博物館祭り　10：00～
16：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝第13回市民春季ゴ
ルフ大会　8：30～15：00（南部富
士カントリークラブ）
■商工観光課＝七時雨山山開き

（山開き式は9：00から西根寺田登
山口）
■寺田コミセン＝自然を歩こう
① 七 時 雨 登 山　9：00～15：30（七
時雨山）
▶当番医（市内）森整形外科・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局

（市内）あさひ薬局・（鹿角）花輪
調剤薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝早起きソフト
ボールリーグ開会式　5：00～
7：00（大更小校庭）
■図書館＝新刊子どもの本を読
む会　10：00～11：30

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝ミニドック健診

【受付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）
■大更コミセン＝グラウンドゴ
ルフ大会　7：00～13：30（松尾総
合運動公園）
■商工観光課＝七時雨マウンテ
ントレイルフェス　8：00開始（七
時雨山エリア周辺）
■体育協会＝▶第13回市民卓球
大会　8：30～15：00（市総合運動
公園体育館）▶第２回東北選抜小
中 学 校 相 撲 大 会 　 9：00～15：00

（松尾相撲場）
▶当番医（市内）吉田内科呼吸器科
医院・（鹿角）笹村整形外科▶当番
薬局（市内）スマイル薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝第13回市民パーク
ゴルフ大会【受付】　8：30～9：00

（安比グランドアネックスパーク
ゴルフ場）
■防災安全課＝市消防訓練大会　
8：30～15：00（松尾総合運動公園）
■図書館＝Tom＆Tam Story 
Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）西根病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局

（市内）大更調剤薬局・（鹿角）日
本調剤薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝八幡平短歌会　13：00～
15：30

■市役所閉庁日
■商工観光課＝▶残雪の裏岩手連
峰開山祭　7：00開始（松川温泉湖
畔公園）▶2018溶岩流まつり＆旧
車ミーティングin八幡平　9：00～
15：00（岩手山焼走り国際交流村）
■平舘コミセン＝平舘地区ソフ
トボール大会　8：00～12：00（蟹
沢河川敷公園）
■健康福祉課＝▶献血　10：00～
13：00（岩手山焼走り国際交流村）、
15：00～17：00（かんぶん八幡平店）
▶当番医（市内）東八幡平病院・

（鹿角）小坂町診療所▶当番薬局
（市内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝子宮頸がん・乳
がん検診【受付】　9：00～10：00

（柏台小）、13：30～14：30（田頭コ
ミセン）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■ 防 災 安 全 課 ＝ 市 消 防 演 習　
7：40～12：00（松尾総合運動公
園）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）かづの厚生病院▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿角）
ヘルシークラブ厚生病院前薬局
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東北地区国立大学法人等 
職員採用試験を行います

　東北地区国立大学法人等職員採
用試験実行委員会では、岩手大学な
どの職員を募集します。
■受験資格　昭和63年４月２日
以降に生まれた人
■第１次試験日　７月１日㈰
■申込期限　５月23日㈬
■試験区分の確認・申し込み方法　
同委員会のホームページを参照
■問い合わせ先　同委員会採用試
験事務室（☎022-217-5676）

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を実施します。
■職種　一般職（高卒者）
■第 １ 次試験日　９月２日㈰
■申込期間　６月18日㈪から27
日㈬まで
■申し込み方法　国家公務員試験
採用情報 NAVIからW eb申し込み
■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

労働安全衛生法に基づく 
出張特別試験を行います

　(公財)安全衛生技術試験協会東
北安全衛生技術センターでは、出
張特別試験を実施します。
■試験日　８月18日㈯
■会場　岩手産業文化センターア
ピオ
■種類　❶一級・二級ボイラー技
士、ボイラー整備士❷クレーン・
デリック運転士（クレーン限定）、
移動式クレーン運転士、第一種・
第二種衛生管理者、潜水士
■試験手数料　6,800円
■受付窓口　❶(一社)日本ボイラ
協会岩手支部❷(公財)岩手労働基
準協会
■受付期間　６月18日㈪から22
日㈮まで　※郵送の場合は簡易書
留で29日㈮までに必着のこと
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

さんさ踊りのパレードに 
一緒に出場する人を募集

　八幡平さくらさんさ愛好会では、
８月１日から行われる盛岡さんさ
踊りパレード参加に向け、練習会を
行います。６月は初心者練習とパー
ト練習、７月は全体練習です。
■会場　西根地区市民センター
■日程　６月６日、13日、20日、27
日（全て水曜日）※７月以降の練習
日は会場でお知らせします。
■時間　午後７時から９時まで
■問い合わせ先　ホームページま
たは事務局・佐々木（☎74-43６3）

介護職員初任者研修 
参加者を募集します

　社会福祉法人みちのく協会では、
介護職員初任者研修（ホームヘル
パー２級養成研修）を行います。
■開催期間　６月５日㈫から９月
28日㈮まで全22回開催
■場所　特別養護老人ホーム富士
見荘
■受講料　6万円
■申込期限　５月31日㈭
■問い合わせ先　同施設・工藤、
大金（☎78-2455）

地域を守る警察官の 
採用試験を行います

　岩手警察署では、警察官Aの採
用試験を実施します。
■採用予定人数　▶男性36人程
度▶女性６人程度
■受験資格　昭和60年４月２日以
降に生まれ、大学（短期大学を除く）
を卒業した人または平成31年３月
31日までに卒業する見込みの人
■申込期限　６月15日㈮
■１次試験日　７月８日㈰
■会場　▶盛岡会場（岩手大学学
生センター）▶埼玉会場（大宮ソ
ニックシティ）
■資料請求・問い合わせ先　同署
警務課・佐々木（☎62-0110）

県立病院８月採用職員 
選考試験を実施します

　県医療局では、８月採用の各県
立病院の職員を特別募集します。
■職種　薬剤師、臨床工学技士、
理学療法士、言語聴覚士、管理栄
養士、助産師、看護師
■採用予定人員・受験資格　同局
ホームページ参照　
■申込期限　５月16日㈬
■筆記試験実施日　５月27日㈰
■問い合わせ先　同局職員課（☎
019-629-6322）

芸術活動を盛り上げよう 
岩手芸術祭のテーマ募集

　第71回岩手芸術祭のテーマを
懸賞募集しています。
■応募資格　岩手県内に在住、出
身または本籍がある人
■応募方法　県文化振興事業団の
ホームページを参照
■応募期限　５月31日㈭
■問い合わせ先　同芸術祭実行委
員会事務局（☎019-654-2235）

おうちに未登録の 
象牙ありませんか

　環境省では、国内にある象牙の
在庫の把握を進めています。所持
しているだけであれば違法ではあ
りませんが、登録されていない象
牙を売ったりあげたりするのは違
法です。未登録の象牙をお持ちの
人はご連絡ください。　※全形を
保持した象牙が登録対象です。印
鑑やアクセサリーなどの象牙製品
は登録対象外です。
■問い合わせ先　象牙在庫把握
キャンペーン事務局（☎03-6659-
4660）

日頃の技能を試そう 
アビリンピック2018

　（独）高齢・障害・求職者雇用支
援機構岩手支部では、第16回岩手
県障がい者技能競技大会「チャレ
ンジいわてアビリンピック 2018」
の参加者を募集します。
■開催日　７月１日㈰
■場所　県立産業技術短期大学校

（矢巾町）
■競技種目　▶身体・知的・精神
障がい者部門　❶ワープロ❷表計
算❸喫茶サービス❹ビルクリーニ
ング❺洋裁❻DTP❼オフィス
アシスタント▶知的障がい者部門　
❽縫製❾木工❿パソコンデータ入
力
■申込期限　６月１日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同支
部高齢・障害者業務課（☎019-
654-2081）

ものづくり作品展の 
出展作品募集します

　（独）高齢・障害・求職者雇用支
援機構岩手支部では、アビリン
ピックの同時開催イベントとなる

「ものづくり作品展」の出展作品を
募集しています。

安全安心に暮らすため 
電波のルールを守ろう

　６月１日㈮から10日㈰まで、電
波利用環境保護周知啓発強化期間
です。不法電波は人命に関わる重
要無線通信を妨害して、私たちの
生活を脅かします。電波はルール
を守って正しく使いましょう。
■問い合わせ先　総務省東北総合
通信局相談窓口（☎022-221-0６41）

自動車税は期限を守り 
忘れずに納めましょう

　自動車税は、4月1日時点での
車の所有者に課税されます。
　対象者には、盛岡広域振興局か
ら納税通知書が送付されますの
で、5月31日㈭までに最寄りの金
融機関などで納めてください。
　転居などで自動車登録の住所変
更手続きに不備があると納税通知
書が届かない場合があります。そ
の際は同局へご連絡ください。
■問い合わせ先　同局県税部（☎
019-629-6546）

家族介護者の悩みを語る 
交流会を開催しています

　介護の悩みを抱える者同士の交
流の場「語らいカフェ・西根」で悩
み相談や情報交換をしませんか。
■日時　６月８日㈮午後１時半か
ら３時半まで　※偶数月の第２金
曜日開催しています。
■会場　珈琲メトロノーム（大更
23-100-3）
■参加費　200円
■問い合わせ先　地域包括支援セ
ンター西根ブランチ・伊藤、山本

（☎75-1255）

山開き・トレラン間近 
安全に登山を楽しもう

　山開きなどのイベントが行われ
るなど、トレッキングや登山が楽
しめる新緑の季節を迎えます。
　装備・服装などを確認し、安全
に登山を楽しみましょう。
◎山開き
■日時　❶七時雨山　５月27日㈰
午前９時半❷八幡平　６月１日㈮
午前10時
■場所　❶西根寺田登山口❷八幡
平山頂レストハウス
■問い合わせ先　（一社）市観光協
会（☎ 78-3500）　
◎七時雨マウンテントレイルフェ
ス
■日時　６月３日㈰午前８時
■場所　七時雨山周辺
■問い合わせ先　同イベント実行
委員会事務局（☎090-5128-7735）

陸上自衛隊岩手駐屯地 
無料で一般公開します

　陸上自衛隊岩手駐屯地を一般公
開します。
■日時　６月24日㈰午前８時半
から午後３時まで（雨天決行）
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地
■内容　式典、観閲行進、展示飛
行、戦車体験搭乗、音楽演奏など
■問い合わせ先　同駐屯地指令業
務室（☎ 019-688-4311）　

松尾Ｂ＆Ｇ海洋センター 
臨時職員を若干名募集中

　市体育協会では、松尾Ｂ＆Ｇ海洋
センターで監視、施設清掃などを行
う臨時職員を若干名募集します。
■雇用期間　７月１日㈰から８月
31日㈮まで
■勤務時間　❶午前７時半から午
後４時半まで　❷午後５時から８
時まで　※勤務はシフト制
■給与　時給800円　※通勤手当
の支給あり
■応募資格　18歳以上の健康な人
■応募方法　履歴書を同協会松尾
事務所まで提出してください。
■申込期限　６月11日㈪
■問い合わせ先　同協会松尾事務
所・藤川（☎76-3237）

■テーマ　「希望」
■開催日　７月１日㈰
■場所　県立産業技術短期大学校
■申込期限　６月１日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同支
部高齢・障害者業務課（☎019-
654-2081）
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市地域包括支援センター ☎・内線1093
介護のココロ

◎
補
助
交
付
ま
で
の
流
れ

❶
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
本
人
の
状
態
を
聞
き
取
り
・
確
認

❷
盛
岡
広
域
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
登
録

❸
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
推
進
事

業
費
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
購

入
計
画
書
の
提
出

❹
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
を
送
付

❺
端
末
機
の
購
入
と
利
用
開
始
手
続

き（
事
前
購
入
は
対
象
外
で
す
。）

❻
補
助
金
を
指
定
口
座
へ
振
り
込
み

　
認
知
症
の
高
齢
者
が
道
に
迷
い
、

家
に
戻
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、
生
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
家
族
に

と
っ
て
も
心
配
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　
市
は
、
ひ
と
り
歩
き
が
認
め
ら
れ

る
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
す
る

家
族
に
対
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器（
位
置

情
報
探
索
シ
ス
テ
ム
機
能
の
付
い
た

端
末
機
）を
購
入
す
る
際
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

県
内
初
の
取
り
組
み
で
、
昨
年
度
は

１
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
何
が
で
き
る
の
？

　
靴
や
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
あ
ら
か
じ

め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
入
れ
て
お
く
こ
と

で
、
本
人
が
1
人
で
外
出
し
て
い
る

時
で
も
、
家
族
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で
そ
の
位
置
を
確
認
す

認
知
症
高
齢
者
の
ひ
と
り
歩
き

家
族
の
不
安
を
軽
減
し
ま
せ
ん
か

❶スマホで検索

❸ほっとひと安心

❷ＧＰＳで探知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
業
の
詳
細
や
、
高
齢
者
に
つ
い

て
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

盛
岡
広
域
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　
登
録
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
な
ど
に
、警
察
や
行
政
な
ど
が
連
携

し
、行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
登
録
者
に
は
、市
か
ら
登
録
番
号
が

入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
。こ
れ
を

靴
や
杖
な
ど
に
貼
っ
て
お
く
こ
と
で
、

自
分
で
名
前
や
住
所
を
話
せ
な
い
人

で
も
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1106

　子どもの成長には、家庭で暮らす時
間や経験がとても大切です。ところが
今、さまざまな事情で家族と暮らせな
い子どもたちがいます。
　彼らを自分の家庭に迎え入れ、温か
い愛情と正しい理解でその成長をサ
ポートする里親になってみませんか。
　里親制度は、児童福祉法に基き、県
が子どもの養育をお願いする制度で
す。県内には、２月１日現在、１８2 家
庭が里親として登録し、99 人の子ども
が里親家庭で生活しています。
　里親に望まれることは、子どもが好
きで明るく健康的な家庭です。
■問い合わせ先　地域福祉課児童福祉
係または県福祉総合相談センター （ ☎
019-629-9608）

里親家庭を募集 ◎里親の種類

◎里親になるまでの流れ

❶
相
談

※❷研修は、養育里親または専門里親を希望する人のみ
◎養育費の支給
　里親になって子どもを養育している人には、子どもの養育費
用（生活費、教育費、医療費など ）が支給されます。このほか
養育里親と専門里親には、里親手当が支給されます。

❷
研
修

❸
申
請

❹
調
査

❺
審
査

登
録

❻  

・認定

養育里親
家族と暮らせない子どもを一
定期間、自分の家庭に迎え入
れて養育する里親です。

専門里親
養育里親のうち、虐待、非行、
障害などの理由により専門的
な援助を必要とする子どもを
養育する里親です。

養子縁組里親
養子縁組によって、子どもの
養親になることを希望する里
親です。

親族里親
実親が死亡、行方不明などに
より養育できない場合に、祖
父母などの親族が子どもを養
育する里親です。

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

項　　目 ３月 １月からの累計
人身事故 ３（０） ８（１）
物損事故 64（34） 193（147）
負 傷 者 ３（０） ７（５）
死 者 ０（０） ２（０）
飲酒運転 0（0） ０（１）
火 災 ０（０） ２（５）
救 急 115（122） 358（348）

（３月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子

畠山　泰
た い が

嘉（泰範・史子／下町一区）

花輪　奏
か な と

斗（貴之・和子／小福田）

田村　碧
あ お い

惟（透・まゆみ／駅前二区）

伊藤　優
ゆ う

（海斗・瑞恵／小屋の沢）

◎女の子

岡田　純
す み れ

澪（紀昭・香奈子／舘腰）

遠藤　愛
ま な か

佳（学・美佳／上町）

菅原　永
え る

瑠（一郎・沙織／帷子）

　砂合　直貴　　／五百森

　宮古　早苗　　／滝沢市

　小野寺　啓太　／上関

　谷藤　咲季　　／上関

石舘　カヨ　　　88歳　上寄木

畑　猛　　　　　65歳　北寄木

田村　幸子　　　92歳　寺田

藤根　知子　　　96歳　寄木新田

伊藤　タカ子　　93歳　寄木新田

遠藤　由美子　　65歳　間羽松

佐藤　記一　　　32歳　大泉

松浦　ミツ　　　99歳　堀切

工藤　清子　　　77歳　松川

小野寺　サヨ　　79歳　川原目

橋本　政雄　　　80歳　寺田

中軽米　八郎　　85歳　寄木新田

田鎻　サダ　　　77歳　新町中央

遠藤　スワ　　　98歳　共新

工藤　清治　　　82歳　町組

中村　キミ子　　79歳　共新

佐々木　智嬉子　89歳　寺田

畠山　範男　　　72歳　柏台二丁目

渡辺　孝二郎　　83歳　五百森

小路方　正志　　67歳　下町三区

三田村　和夫　　81歳　町組

工藤　ヨシミ　　90歳　北村

小原　ツル　　　83歳　荒屋新町

藤村　忠衛　　　91歳　畑１区

阿部　清三郎　　83歳　浅沢第１

上野　サダ　　　91歳　柏台二丁目

■人口の動き【３月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,852（－75） 6,322（－５）
松尾地区 5,799（－20） 2,366（－４）
安代地区 ４，458（－24） 1,859（－２）
合　　計 26,109（－119） 10,547（－11）
男　　性 12,606（－47）
女　　性 13,503（－72）

出生 ８ 死亡 28
転入 98 転出 197

健やかに

お幸せに

安らかに

（
（
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皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サ
ークル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

Vol.48

新
緑
の
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ

た
草
原
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
の
花
が
見
渡
す
限
り
オ
レ
ン

ジ
色
に
咲
く
頃
、安
比
高
原
ブ

ナ
の
駅
に
あ
る
、中
の
ま
き
ば

に
馬
た
ち
が
や
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
芝
草
原
再
生
維
持
の
取
り

組
み
は
、今
年
で
５
年
目
。馬
た

ち
が
、10
月
下
旬
ま
で
こ
こ
で

過
ご
し
、草
を
食
む
こ
と
で
行

き
過
ぎ
た
森
林
化
を
防
ぎ
、昔

の
広
大
な
芝
草
原
の
景
観
を
取

り
戻
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

今
年
も
馬
た
ち
が
放
牧
さ

れ
る
６
月
３
日
㈰
か
ら

「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
祭
り
」を
開
催

し
ま
す
。昨
年
は
、お
よ
そ
80
人

が
訪
れ
ま
し
た
。あ
る
88
歳
の

女
性
は
、松
野
小
3
年
生
の
夏

休
み
に
友
達
と
歩
い
て
こ
こ
を

訪
れ
、お
弁
当
の
塩
鮭
を
馬
に

食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
思
い
出

今月の担当
阿部 文子 さん

を
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。今
年
は
ど
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
聞
け
る
か
、今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
祭
り
で

は
、初
日
の
11
時
か
ら

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、へ
っ

ち
ょ
こ
団
子
を
お
振
る
舞
い
。

10
日
㈰
の
最
終
日
に
は
馬
車
の

運
行
と
引
き
馬
体
験
。ま
た
、期

間
中
は
毎
日
１
～
２
回
、地
域

の
歴
史
な
ど
ガ
イ
ド
に
よ
る
説

明
を
楽
し
め
ま
す
。ぜ
ひ
芝
草

原
を
駆
け
回
る
馬
た
ち
を
観
に

来
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　

安
比
高

原
ふ
る
さ
と
倶
楽
部
（
☎

７
３
・
6
228


）

祭りで馬とふれあう様子

幼児に絵本を楽しむひとときを

春のイベント・展示情報

　毎年の恒例となっている春の博物館祭りを開催し
ます。今回は、文明開化の華やかな時代に着用され

春の博物館祭りに遊びに来ませんか

た鹿
ろくめいかん

鳴館ドレスの衣装試
着体験や博物館謎解きク
イズゲーム、オリジナル
御朱印帳作りを行いま
す。その他、竹馬やけん
玉、こまなど、昔遊び体
験もできます。
■日時　５月26日㈯午前
10時から午後４時まで
■入館料　大人200円　
中学生以下は無料
※オリジナル御朱印帳作
りは材料費200円がかか
ります

ブックスタート事業を実施しています
　２歳６カ月児歯科健診
の会場で絵本を読み聞か
せ、さらにプレゼントす
る「ブックスタート事業」

射的などの昔遊びを楽しもう

を実施しています。
　この事業は、家庭でも
絵本を開いてみようと
いうきっかけをつくり、

昭和の生活・生業写真展を開催中

仕事や暮らしの様子を写
真で紹介する「昭和の生
活・生業写真展」を開催
しています。
　農業や鉱山、漆器制作
などの写真から、当時の
人々の暮らしを感じるこ
とができる展示です。
■開催期間　８月31日㈮
まで
■開催時間　午前９時か
ら午後４時半まで（ただ
し入館は午後４時まで）

　64年間続いた「昭和」
の時代に生活した市内の
人々にスポットを当て、

デザイン豊かな御朱印帳

神社を普
ふ し ん

請（修理）する人々

作業場で中
なかぬり

塗をする塗師

絵本を通して親子のふれあいを持ってもらうこと
を目的としています。対象となる幼児の保護者は、
健診会場で配布される「絵本引き換え券」を持参す
るか、利用カードまたは幼児の生年月日が確認でき
るものを用意して、市立図書館窓口で手続きをして
ください。
■本年度の対象者　平成27年９月１１日から２８年９月
１０日までに生まれた幼児

歯
科
健
診
会
場
で
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
の
楽
し
さ
を
体
験

◆おすすめ絵本の紹介
◎『しばはま』　文・絵：野村た
かあき　監修：柳家小三治　出
版社：教育画劇
　酒ばかり飲んでいた魚売りの
男が、女房にお尻をたたかれて
仕事に出た朝、浜で見つけたの
は、金がずっしり入った財布。
…急にお金持ちになった男はどうなってしまうの
か。柳家小三治の落語「芝浜」の絵本です。らくごえ
ほんシリーズは他に「しにがみさん」「ねこのさら」が
あり、市立図書館で借りることができます。

◆市立図書館からのお願い
　もし、借りた本や雑誌のページが破れたりした
時は、そのまま本に挟んで返却してください。専
用ののりを使用して修理をしますので、テープな
どで修理をしないでください。
　また、水などでぬらしてしまった場合は、速や
かに返却をお願いします。

Vol.17

しを与えてくれます。また、小さくて持ち運びもで
きるので、山や森の中で吹いてみると自然に溶け
込み、安らぎを感じることができます。まさしく八
幡平にピッタリの楽器です。
◎活動して感じる効果は？
　腹筋を使って演奏しているので、健康にも効果
があると思います。また、演奏会などに参加する
ことで、人とのつながりができました。
◎今後の目標は？　
　松尾オカリナ同好会でコンサートを開催するこ
とが目標。アンサンブルで厚みのある演奏を市民
の皆さんに聴いてもらいたいです。
　そのために、一緒に活動してくれる仲間を募集
しています。初心者も大歓迎。一緒に優しい音色
を奏でましょう。
◎活動日・場所　
　毎月第１・第３水曜日の午後 1 時から２時半ま
で、松尾ふれあい文化伝承館で練習しています。
■問い合わせ先　代表・池野正

た だ ゆ き

文（☎78-3118）

松尾オカリナ同好会

◎結成何年目ですか？
　平成27年４月に結成し、今年で３年目。４月に
市芸術文化協会松尾支部に加盟しました。
◎結成のきっかけは？
　会員で講師も務める江六前先生が平成24年11
月、オカリナを広めたいと体験会を開催。そのと
きに参加したメンバーで結成しました。
◎活動の内容は？

メンバー６人（４月１日現在）
代表者：池野 正文＝温泉郷＝

松尾地区芸能発表会初参加。会
場を優しい雰囲気に（３月3日）

　コミセン発表会や老人ホームの誕生会などのイ
ベントで演奏を披
露しています。
◎活動の魅力は？
　オカリナの魅力
は「音色」です。優
しい音色は、聞く
人を引き付け、癒
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皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線１２02まで。

　

山
火
事
が
発
生
す
る
と
、
道
路
が
無

か
っ
た
り
、
水
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
り

す
る
な
ど
、
迅
速
な
消
火
活
動
が
で
き
な

い
た
め
、
消
火
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
ひ
と
た
び
山
火
事
が
起
こ
る
と
、
長
い

時
間
を
か
け
て
育
っ
た
森
林
が
、
ほ
ん
の

一
瞬
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
山
火
事

が
起
こ
る
原
因
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の

取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い

ま
す
。

【
山
火
事
防
止
３
原
則
】

❶
強
風
、
乾
燥
時
は
野
外
で
火
を
使
わ

な
い

❷
森
林
の
近
く
で
野
焼
き
を
し
な
い

❸
た
ば
こ
の
吸
殻
は
投
げ
捨
て
な
い

　
一
人
一
人
の
山
火
事
防
止
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
中
、
全
国
で
の
林
野
火
災
件

数
は
１
０
２
７
件
、
焼
失
面
積
は
約
３
８

４
㌶
で
東
京
ド
ー
ム
約
82
個
分
の
面
積
、

損
害
額
は
約
１
億
５
千
７
百
万
円
に
相
当

し
ま
す
。こ
れ
を
一
日
当
た
り
に
す
る
と
、

全
国
で
毎
日
約
３
件
の
林
野
火
災
が
発
生

し
、
約
１
㌶
の
森
林
が
燃
え
、
約
４３
万
円

の
損
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
の
１
番
は「
た
き
火
」、２
番

は「
火
入
れ
」で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
林
野
火
災
が
起
こ
り
ま
す
。

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

本
年
度
は
１
人
の
隊
員
が
新
た
に
加

わ
り
、
４
月
１
日
現
在
で
３１
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

防犯
舘
柳
勝
彦
隊
長
が
再
任

犯
罪
防
止
の
強
化
誓
う

春
は
火
災
多
発
期
で
す

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

消 防

新
隊
長
に
八
重
樫
さ
ん

活
動
を
受
け
継
ぎ
守
る

交 通 辞
令
を
受
け
た
工
藤
団
長
は「
無
火
災
の

継
続
を
第
一
に
、
そ
し
て
団
員
の
確
保
に

努
め
、
活
動
中
の
怪
我
を
未
然
に
防
ぐ
心

掛
け
を
意
識
付
け
た
い
」と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
新
た
に
２７
人
の
団
員
が
加
わ

り
、
４
月
１
日
現
在
で
８
１
８
人（
う
ち
機

能
別
は
１
０
０
人
）が
活
動
し
て
い
ま
す
。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

工
藤
十
九
団
長
が
再
任

無
火
災
の
継
続
を
願
う

消 防
　

市
消
防
団
長
辞
令
交
付
式
は
４
月
３

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
工
藤
十
九
団
長

が
再
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
34
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
、
再
任
２
期
目
。

消
防
団
に
は
50
年
間
在
職
し
て
い
ま
す
。

　

市
交
通
指
導
隊
の
辞
令
交
付
式
は
４

月
３
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
八
重
樫

俊
則
さ
ん
が
隊
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
33
年
３
月
３１
日
ま
で
の
３

年
間
。
交
通
指
導
隊
に
は
27
年
間
在
職

し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
就
任
し
た
八
重
樫
隊
長
は「
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

や
飲
酒
運
転
撲
滅
の
た
め
の
飲
食
店
ま
わ

り
、
独
居
老
人
の
訪
問
活
動
な
ど
、
前
隊

長
が
今
ま
で
力
を
入
れ
て
や
っ
て
き
た
こ

と
を
受
け
継
ぎ
、
住
民
の
安
全
を
守
っ
て

い
き
た
い
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
防
犯
隊
の
辞
令
交
付
式
は
４
月
３

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
舘
柳
勝
彦
隊
長

が
再
任
し
ま
し
た
。再
任
３
期
目
と
な
り
、

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
３１

日
ま
で
の
３
年
間
。
防
犯
隊
に
は
32
年
間

在
職
し
て
い
ま
す
。

　
辞
令
を
受
け
た
舘
柳
隊
長
は「
特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
や
鍵
か
け
の
励
行
に
よ
る

無
施
錠
被
害
を
減
ら
す
な
ど
を
呼
び
掛
け

る
広
報
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
定
期
巡
回
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
巡
回
を
通
し
て
、
自
主
防
犯
意

識
の
浸
透
と
定
着
に
よ
る
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
」と
意
気
込
み

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
新
た
に
４
名
の
隊
員
が
加
わ

り
、
４
月
１
日
現
在
で
44
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

﻿市防犯隊
舘柳勝彦さん
＝野駄＝

﻿市交通指導隊
八重樫俊則さん

＝東＝

﻿市消防団長
工藤十

と く

九さん
＝苗石田＝

報道公開されたアスピーテラインの除雪作業（４月５日）

春告げる八幡平の雪壁
八幡平アスピーテライン・樹海ライン開通

　八幡平アスピーテラインの開通式は４月15日に、
八幡平樹海ラインの開通式は27日にそれぞれ行わ
れ、八幡平の春の観光シーズン到来を告げました。
　アスピーテラインの開通式は雨に見舞われたた
め、松尾八幡平ビジターセンター前で行われました
が、ゲートは３年ぶりに開通日に開放。観光客は最
大約７㍍の雪壁を見ようと山頂へ車を走らせました。
　開通はタイの大型連休に合わせて実施。国内観光
客と併せ、外国人客の入り込み増加を図ります。 散策を楽しむ夫婦や記念撮影に興じる観光客ら（４月19日）

遠藤健悦教育長から元平舘小校長
の工藤哲男さん（右）へ瑞宝双光章
が伝達されました（３月29日、市役所）

西根病院の工事安全祈願祭が行わ
れました。完成は平成32年３月の
予定（４月３日、大更駅東側現地）

30年度の地域おこし協力隊は、29
年度から継続して活動する５人で
スタート（４月２日、辞令交付式）

リンドウ縁で誘致前進
ルワンダ共和国五輪組織委員会会長視察

　リンドウ栽培で交流を続けているルワンダ共和国
のバレンス・ムニャバギシャ五輪組織委員会会長は
３月26日、市内の体育施設や宿泊施設を視察しました。
　市は、リンドウ栽培に限らず同国とスポーツや文
化などさまざまな分野での交流を目指し、昨年12月
に事前合宿を提案。今回の視察につながりました。
　本市の印象について、ムニャバギシャ会長は「山が
多くて人が温かいところがルワンダに似ていて、ま
るで故郷にいるようだ」と好感を示しました。市役所を訪問し、田村正彦市長らと懇談しました
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

スキー教師交流深める
第44回SIAフェスティバル２０１８

　（公社）日本プロスキー教師協会（SIA）が主催する第
44回SIAフェスティバル２０１８は４月４日から１２日まで
の９日間、安比高原スキー場周辺を会場に開催。イタ
リアから講師を招

しょうへい

聘し、スキー教師の検定会や技術講
習会、初心者向け練習会などが開かれました。
　８日はホテル安比グランドでウェルカムパー
ティーが開かれ、SIAスキー教師や地元関係者など約
２９０人が参加。総裁を務める彬

あ き こ

子女王殿下は「スキーの
発展のため、交流を深めてほしい」と述べられました。 ウェルカムパーティーであいさつされた彬子女王殿下

夢に向かい貴重な経験
青少年派遣研修事業参加報告

　盛岡中央高の生徒3人は3月28日、市役所を訪れ、
オーストラリアのアデレードで、約2週間の現地学生
の生活体験を田村正彦市長に報告。最初は英会話に不
安があったが、積極的に会話を心掛けることで、ホス
トファミリーらに溶け込めたと振り返ります。
　将来は「数学者」「生物に関する仕事」「出版関係の仕
事」に就きたいと語る生徒たち。田村市長の「どんな仕
事でも将来的に英語は必要になる」という言葉に、貴
重な経験を将来に生かす決意を新たにしました。田村市長に研修報告をする盛岡中央高の生徒たち

目指せ！オリンピック
市スポーツ少年団結団式

　市スポーツ少年団結団式は４月22日、市総合運動
公園体育館で行われました。式には、ソチ、平

ピョンチャン

昌オ
リンピックノルディック複合日本代表の永井秀昭選
手が出席し、約280人の後輩団員を激励しました。
　団員を代表し、本年度発足した市ラグビースポーツ
少年団の田村良

り ょ う が

芽君と田村友
ゆ め

芽さんが、今季の決意を
表明。式後、田山スポーツ少年団の安保息

い ぶ き

吹君は「一
日一日を大切に、一生懸命練習に取り組んで、自分も
オリンピック選手になりたい」と意欲を燃やしました。決意を表明する田村良芽君と田村友芽さん

緊張でいっぱいだけど元気にお返
事ができました（４月９日、寄木
小入学式）

3月25日で100歳を迎えられました
齊藤キヨさん=日瀬通=いつまでも
お元気で（４月15日、湯瀬ホテル）

トレインジャーと一緒に踏み切り
の正しい渡り方を学んだ平舘小１・
２年生（４月18日、鉄道安全教室）

安代漆工技術研究センター修了制
作展で卒業制作を披露する修了生

（３月30日、市役所多目的ホール棟）

岩鷲護神ハチマンタイラーが児童
に黄色い羽根を配布し交通安全を
呼び掛けました（４月12日、大更小）

誕生祝いスプーン贈呈
出生記念品（子ども用スプーン）贈呈事業

　市は、赤ちゃんの誕生を祝って、市の特産品である
安比塗の子ども用スプーンを贈呈する記念品事業を
始めました。対象は４月以降に生まれた新生児で、出
生届を窓口に提出する際に贈呈します。
　４月17日に出生届を提出し、記念品事業第１号と
なった田村望

のぞみ

ちゃんの母の万
ま な み

浪さん＝山崎＝は、「こ
の事業は初めて知ったので、びっくりしました。地元
に伝わるものをいただけてうれしいです。離乳食を食
べさせる時に使うのが楽しみ」と笑顔で喜びました。安比塗の子ども用スプーンを受け取った万浪さんと望ちゃん

新制服をまとい初登校
平成30年度平舘高校入学式

　平成３０年度平舘高校入学式は４月６日、同校体育館
で行われ、72人（普通科48人・家政科学科24人）の生徒
が入学しました。
　平舘高校創立70周年を期に、紫根染のカラーである
紫色のライン入りブレザーに制服を一新。新制服姿で
緊張した面持ちの新入生を、在校生が拍手で迎えまし
た。西根第一中卒の遠藤朱

あ か り

梨さんは「将来の夢や目標
達成に向けて精一杯努力し、勉強や部活動、社会貢献
に取り組みます」と誓いました。 太田優子校長の前で新入生を代表し、宣誓する遠藤さん

経験生かし今後も貢献
平成29年度市地域おこし協力隊卒業報告会

　平成29年度で市地域おこし協力隊を卒業する菊池
光洋さん（37）の卒業報告会は３月27日、市役所で開
かれ、田村正彦市長や同隊員ら約20人に３年間の活
動や今後について報告しました。
　菊池さんは、修学旅行での農業体験の受け入れ・
手配や七時雨マウンテントレイルフェスの事務、ふ
るさと納税返礼事業に尽力。今後も市内に居住し、

（一社）ドリームプロジェクトで、ふるさと納税返礼
事業の職務に当たります。 ３年間の思い出も交え、活動を報告しました
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編
集
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▽
時
津
風
部
屋
に
入
門
し
た
津
志
田
さ

ん
を
取
材
し
た
の
は
、
平
成
２８
年
の
広
報

は
ち
ま
ん
た
い
11
月
号（
№
２
５
５
）
以

来
。
取
材
の
受
け
答
え
を
き
ち
ん
と
こ
な

す
姿
に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
八
幡
平
市

出
身
力
士
は
、
昭
和
63
年
に
初
土
俵
を

踏
ん
だ
琴
岩
鷲
以
来
３０
年
ぶ
り
、
８
人

目
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。�

竜○
○

○○○○○○○○
▽
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
、樹
海
ラ
イ
ン
の

開
通
や
桜
の
開
花
を
見
て
い
る
と
、あ
の

冬
は
何
処
へ
。八
幡
平
の
春
の
訪
れ
を
感

じ
ま
す
。
4
月
22
日
に
は
30
℃
を
記
録
。

４
月
の
時
点
で
こ
ん
な
に
暑
い
な
ん
て

…
。あ
～
暑
い
の
ム
リ
。何
か
冷
た
い
も

の
食
べ
た
い
！
と
涼
を
求
め
て
、噂
の
新

作
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
早
速
食
べ
て
き

ま
し
た
。サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー
ム
の
味
付
け
ゆ

で
卵「
あ
じ
た
ま
」味
！
塩
っ
ぽ
い
味
が

し
て
、
確
か
に
ゆ
で
卵
を
感
じ
ま
し
た
。

食
べ
た
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
か
？

ま
だ
の
人
は
ぜ
ひ
ど
ー
ぞ
。�

○
多○
○

暑い日だったので、溶けそ
うな写真…ごめんなさい

市長表敬訪問の際に時津風
親方と握手する津志田さん

●58

平舘高の主将として奮闘（29年８月５
日、全国高等学校総合体育大会相撲
競技大会、宮城県大崎市）

　
「
人
生
は
一
度
き
り
。
将
来
の

進
路
を
考
え
た
と
き
、
大
相
撲
の

大
舞
台
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
」と
相
撲
一
筋
の
道
を

選
ん
だ
津
志
田
亜
睦
さ
ん
。
三
研

ソ
イ
ル
㈱（
遠
藤
良
貴
社
長
）に
入

社
後
、
５
月
か
ら
大
相
撲
の
時
津

風
部
屋
に
入
門
し
ま
し
た
。

　
寺
田
小
２
年
時
か
ら
本
格
的
に

相
撲
を
始
め
、
遠
藤
社
長
が
監
督

を
務
め
る
寺
田
道
場
で
腕
を
磨
き

ま
し
た
。
白
鵬
杯
小
学
６
年
生
の

部
で
は
全
国
第
３
位
。
西
根
第
一

中
２
年
時
に
全
国
中
学
校
体
育

大
会
で
県
勢
初
と
な
る
団
体
準
優

勝
。
そ
し
て
、
昨
年
の
全
国
高
校

総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）個
人
戦
で

５
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
数
々

の
全
国
大
会
で
好
成
績
を
収
め
て

き
ま
し
た
。「
試
合
に
勝
つ
と
、

地
域
の
人
が
笑
顔
で
祝
福
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
励
み
に
ず
っ

と
相
撲
を
続
け
て
き
ま
し
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。

　
遠
藤
社
長
が
時
津
風
部
屋
と
親

交
が
あ
る
縁
で
、
今
年
１
月
に
同

部
屋
の
稽
古
を
見
学
。「
寺
田
道

場
と
同
じ
家
族
の
よ
う
な
温
か
い

雰
囲
気
を
感
じ
た
。
今
ま
で
よ
り

も
稽
古
は
厳
し
く
な
る
が
、
こ
こ

で
さ
ら
に
強
く
な
り
た
い
」と
入

門
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
５
月
１３
日
初
日
の
大
相
撲
夏
場

所（
東
京
・
両
国
国
技
館
）の
前
相

撲
で
初
土
俵
を
踏
む
予
定
の
津
志

田
さ
ん
は「
大
相
撲
で
一
人
前
と
認

め
ら
れ
る
関
取
・
十
両
を
ま
ず
は

目
指
し
た
い
。
そ
れ
ま
で
は
古
里

に
帰
ら
な
い
つ
も
り
で
稽
古
に
ま

い
進
し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

大
相
撲
・
時
津
風
部
屋
入
門

津
志
田 

亜
睦 
さ
ん

つ
し
だ
・
あ
む　
19
歳
＝
川
原
目
＝

　平成11年生まれ。寺田小２年から
相撲を始める。寺田道場、西根第一
中相撲部、平舘高相撲部、東日本実
業団相撲１部の三研ソイル㈱相撲部
を経て、大相撲時津風部屋へ本年５
月に入門。パワーを生かした押し相
撲が得意。身長181㌢、体重130㌔。

日
々
稽
古
に
ま
い
進
し 

関
取
を
目
指
す


